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9 かしはら市議会だより

行
件
数
は
全
国
１０
位
で
、
海
外
旅

行
者
が
多
く
、
旅
券
の
需
要
は
多

い
。
関
西
空
港
ま
で
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
で
八
木
駅
か
ら
約
１
時
間
、
電

車
で
約
１
．
５
時
間
、
自
家
用
車

で
約
１
時
間
と
、
本
市
は
海
外
旅

行
の
利
便
性
が
高
い
。

新
た
に
年
間
約
６
，
０
０
０

人
が
来
庁
し
、
来
庁
者
、
ホ
テ
ル

宿
泊
客
及
び
観
光
客
が
混
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
道
路
混
雑
や
駐

車
場
所
が
無
い
な
ど
で
余
計
な
時

間
を
費
や
す
こ
と
な
く
、
来
庁
者

が
利
便
性
を
感
じ
ら
れ
る
の
か
。

来
庁
者
が
八
木
駅
周
辺
で
買

い
物
、
食
事
な
ど
を
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
市
内
消
費
が
拡
大
し
て

周
辺
が
に
ぎ
わ
い
、
よ
り
利
便
で

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

竹
田
の
ぶ
や

（
自
民
党
）

医
療
拠
点
都
市
を
目
指
し
、
県

と
連
携
し
て
県
立
医
大
附
属
病

院
を
核
と
し
た
地
域
医
療
連
携

知
事
は
、
県
全
体
で
「
断
ら

な
い
救
命
救
急
」
の
体
制
実
現
に

向
け
た
医
療
体
制
整
備
を
し
て
い

る
が
、
県
の
救
急
医
療
の
現
状
は
。

２
次
救
急
医
療
は
、
救
急
告

示
病
院
等
で
受
け
入
れ
体
制
を
確

保
し
て
い
る
。
原
則
５
つ
の
医
療

連
携
区
域
で
対
応
す
る
体
制
確
保

を
目
指
す
。特
に
重
症
患
者
を「
断

ら
な
い
救
命
救
急
」
体
制
実
現
に

向
け
て
、
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
北
部
と
、
奈

良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
を
中

心
と
し
た
中
南
部
を
、
県
は
救
急

医
療
体
制
の
広
域
的
医
療
連
携
区

域
に
設
定
し
て
、
医
療
提
供
体
制

の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。
３
次

救
急
医
療
は
、
全
県
対
象
に
３
カ

所
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
担
う
。

平
成
３３
年
度
に
は
奈
良
県
広

域
消
防
組
合
の
現
場
部
門
も
統
合

さ
れ
る
予
定
だ
が
、
市
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
、
救
急
搬
送

件
数
・
時
間
等
の
現
状
は
。

平
成
３３
年
度
の
全
体
統
合
に

向
け
、
中
長
期
的
な
課
題
を
整
理

し
た「
第
１
期
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
中
で
あ
る
。
本
市
も
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
つ
つ
、
市

民
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
体
制

を
つ
く
る
。
橿
原
市
域
の
救
急
搬

送
件
数
は
、
２７
年
度
６
，
４
１
０

件
、
２８
年
度
６
，
８
１
０
件
。
入

電
か
ら
医
療
機
関
収
容
ま
で
の
平

均
搬
送
時
間
が
、
２７
・
２８
年
度
と

も
に
３８
．
７
分
。

救
急
医
療
管
制
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
）
の
運
用
状

況
は
。平

成
２４
年
３
月
に
県
内
全
消

防
本
部
と
、
全
救
急
車
両
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
、
運
用
が
開

始
さ
れ
た
。
２５
年
４
月
か
ら
は
、

救
急
告
示
病
院
と
参
加
医
療
機
関

に
も
配
備
さ
れ
、
救
急
隊
と
の
連

携
を
図
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
救
急
搬

送
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
が
整
備

さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
、
救
急
隊

員
の
声
を
反
映
さ
せ
て
、
よ
り
使

い
や
す
い
よ
う
に
更
新
さ
れ
て
い

る
。
県
は
ｅ
‐
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
お
り
、
救
急
搬

送
時
間
等
の
分
析
等
に
活
用
し
、

県
の
救
急
医
療
体
制
の
取
り
組
み

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の
告
示

病
院
と
災
害
派
遣
チ
ー
ム
体
制
は
。

県
が
実
施
す
る
災
害
医
療
活

動
の
中
で
災
害
時
の
告
示
病
院
と

災
害
派
遣
チ
ー
ム
の
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
大
震
災
が

発
生
す
る
と
、
災
害
拠
点
病
院
等

が
連
携
し
て
、
医
療
活
動
を
実
施

す
る
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
医
療
活
動
は

効
率
的
な
活
用
が
必
要
で
あ
り
、

市
町
村
災
害
対
策
本
部
等
の
情
報

に
基
づ
き
、
出
動
先
・
数
を
調
整

し
実
施
す
る
。
県
内
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

指
定
病
院
は
７
施
設
、
１３
チ
ー
ム

あ
る
。多

数
の
受
診
者
が
本
市
の
休

日
夜
間
応
急
診
療
所
に
来
て
い
る

よ
う
だ
が
、
診
療
科
目
や
橿
原
地

区
内
外
の
患
者
比
率
の
傾
向
は
。

診
療
科
目
は
、
内
科
、
小
児

科
、
歯
科
で
あ
る
。
平
成
２８
年
度

の
受
診
者
数
１
万
２
，
３
０
２
人

の
う
ち
、
内
科
４
，
７
０
８
人
で

全
体
の
３８
．
３
％
、
小
児
科
７
，

２
０
７
人
で
５８
．
６
％
、
歯
科
３

８
７
人
で
３
．
１
％
。
２８
年
度
の

内
科
、
小
児
科
の
橿
原
地
区
の
受

診
者
が
６
，
２
７
８
人
で
総
受
診

者
数
の
５１
．
０
％
。
２７
年
度
が
６
，

３
５
５
人
で
５３
．
１
％
。
２６
年
度

が
７
，
０
６
４
人
で
５４
．
８
％
。

２８
年
度
の
橿
原
地
区
の
歯
科
の
受

診
者
が
１
７
０
人
で
総
受
診
者
数

の
４３
．
９
％
。
２７
年
度
が
１
８
２

人
で
５３
．
４
％
、
２６
年
度
が
２
４

３
人
で
５４
．
６
％
。
地
区
内
の
受

診
者
割
合
が
年
々
減
少
傾
向
で
あ

る
。
内
科
、
小
児
科
の
地
区
外
の

受
診
者
が
多
い
の
は
、
桜
井
市
、

香
芝
市
、
大
和
高
田
市
、
葛
城
市
、

田
原
本
町
等
で
あ
る
。
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
た
め
、

吉
野
町
等
か
ら
の
受
診
者
は
減
少

傾
向
で
あ
る
。

休
日
夜
間
応
急
診
療
所
の
あ

る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
館
１
階

は
、
入
り
口
左
側
に
受
付
と
会
計

の
窓
口
が
一
緒
に
あ
り
、
狭
い
印

象
で
あ
る
。
南
館
１
階
各
課
が
新

分
庁
舎
に
移
転
す
る
た
め
、
一
般

と
感
染
症
の
診
療
を
区
分
し
て
、

待
合
室
等
を
設
置
し
て
ほ
し
い
が
、

今
後
の
活
用
予
定
は
。
ま
た
、
休

日
夜
間
応
急
診
療
所
の
運
営
上
の

課
題
や
方
向
性
は
。

非
常
に
手
狭
で
あ
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行
時
期
は
、

患
者
が
座
る
場
所
も
不
足
す
る
。

ま
た
、
診
察
や
会
計
、
薬
を
待
つ

方
が
待
合
ス
ペ
ー
ス
に
混
在
し
て

い
る
。
今
後
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
業
務
拡
大
に
伴
う
施
設
利
用

と
併
せ
て
、
休
日
夜
間
応
急
診
療

所
の
感
染
症
対
策
や
患
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
活
用
を
し
た
い
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
館
の
診
療

所
は
、
８
月
１５
日
と
１
月
４
日
が

平
日
の
場
合
、
市
役
所
と
診
療
所

の
業
務
時
間
帯
が
重
な
り
、
診
療
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